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「議員政治倫理条例」の制定に関する要望について 
 
 

陽春の候 貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上

げます。 

日頃は、当会議所の事業活動に対しまして、格別なるご理解とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。 

ご承知のように、当会議所は、地域総合経済団体として、江南市の活力と賑

わいの創出を目指し、中小企業・小規模事業者の繁栄と地域経済の発展のため

に、商工業振興策やインフラ整備など魅力あるまちづくりの実現に向けて国、

県並びに市に対しての政策提言や要望活動など、様々な事業活動を展開して

おります。 

さて、令和２年３月定例会において、副市長の選任同意の議案が上程されま

したが、結果、この選任同意は否決され、現在、副市長職は空席となっていま

す。こうした事態は市政始まって以来の出来事であり、誰もが予想だにしない

危機的な状況におかれたのではないでしょうか。 

新聞報道によれば、水面下で市議の一部が別の候補を推したものの、これを

市長が拒否し、対立が深まったとしています。そうした経緯を経て今回の同意

案件を上程したということであります。そもそも、どういう理由があるにせよ

市議がこうした人事に介入することは市長の専権事項を脅かすものであり、

あってはならないことであると考えます。こうした事態を我々は望んでいま

せんし、きっと市民の皆さんも同じ思いであるのではないでしょうか。 

また、令和２年度一般会計予算における附帯決議でも同じことが言えます。

今まで市議会と協議を重ね進めてきた事業にこうした決議をされたことは、

当会議所としても非常に残念でなりません。 

今まさに、副市長職が空席のままとなっています。ご承知のとおり、副市長



の職務は市長を補佐し、市長の命を受けて政策や企画を司り、市の各組織が行

う事務を監督する職とされています。副市長が不在の中では、市長も腰を据え

てしっかりとした政策決定ができないことにもつながります。逆に言えば、そ

れだけ重要なポストであり、副市長の役割は大変大きな存在となっています。 

現在、特に危機感をもって対処しなければならないのが、猛威を振るってい

る新型コロナウイルスの感染拡大への防止対策であります。そのほかにも、布

袋駅周辺の整備としての布袋駅付近鉄道高架化整備事業や布袋駅東複合公共

施設整備等事業、また曽本地区に企業誘致を進める用地整備推進事業や新ご

み処理施設建設事業、さらには老朽化が進む学校給食センターの更新など

様々な事業が山積しています。 

ちなみに、曽本地区の用地整備推進事業や布袋駅東複合公共施設整備等事

業については、企業誘致による税収の確保、新たな雇用の創出、そして賑わい

のあるまちづくりの観点からも、当会議所はこの事業に賛同しておりますし、

早期に建設ができるよう市との意見交換などを通して行ってきており、まさ

にスピード感を持って対処していかなければならないことばかりであります。

市民１０万人の安心安全の確保の観点からも素早い対応が求められています。 

市議会議員の皆さんは、こうなることを想定しての判断だったのでしょう

か。仮にそうだとするならば、やはり市民の皆さんに対して説明責任を果たす

べきであると考えます。 

市民の皆さんは、決してこうした事態を理解しておられないかもしれませ

んが、市政進展を図るためにも、このような事態は一日も早く解消していくべ

きであります。 

今後も、このような状況が続けば、行政事務が滞るばかりでなく、行政機能

の低下にもつながるのではないかと、会議所としても今回の事態は大変危惧

をしております。 

 いずれにしても、市の財政状況は厳しい状況にあって、効率的な財政運営を

進めていくことは当然ながら必要不可欠でありますし、市当局におかれまし

ては、今までどおり市議会とのコンセンサスを十二分に果たしながら市政運

営を推進していただきたいと強く望んでいるところであります。 

こうした中、江南市議会では、平成２６年４月から議会や議員の役割などを

明らかにし、よりよい市政の実現に寄与することを目的に、市議会基本条例が

施行されております。この中で政治倫理に関してだけ、これより前の平成１９

年３月に、市議会議員政治倫理要綱と市議会議員政治倫理審査会規程が制定

されています。ご承知のように、条例と要綱の違いは、条例は議会の議決によ

って制定する法規を指しますが、要綱は市議会内部における内規であって法



規としての性質は持ち合わせていません。 

折角、市議会として自ら基本条例を制定しているのであれば、こうしたこと

も市民に対してオープンにする必要があります。 

今回の件のような事態を二度と招かないためにも、市議会として襟を正し、

市民の負託に応えられるよう、さらに一歩踏み込んで議員の政治倫理基準（人

事への介入、権限や地位を利用しての嫌がらせ・圧力・強制・人権侵害等）な

どを明確にする必要があると考えます。 

つきましては、下記の要望事項について早急の対応をお願い申し上げます。 

 

 

記 

要望事項 

 １．江南市議会議員の活動が、これまで以上に公平、公正であり、高い倫理

観と深い見識の下、市民からの信頼関係が構築できるよう、さらに議

員の政治倫理基準などを明確にした「議員政治倫理条例」の早期制定

を要望します。 

 


